ゲンゴ カツドウ トイウ テーマ ニツイテ ガクセイ シンコウ ニ トモナウ ゲンゴ カツドウ ノ ジュウヨウセイ ゾウダイ ト ガクセイカン カクサ ノ ゲンジョウ by 関山, 明
Osaka University
Title言語活動というテーマについて : 学年進行に伴う言語活動の重要性増大と学生間格差の現状
Author(s)関山, 明
Citation高大連携物理教育セミナー報告書. 26
Issue Date2015-03
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/52373
DOI
Rights
高大連携企画セミナー「物理と言語活動J
言語活動というテーマについて
～学年進行に伴う言語活動の重要性増大と
学生間格差の現状～
大阪大学大学院基礎工学研究科物性物理工学領域
（大阪大学基礎工学部電子物理科学科物性物理科学コース）
関山明
おことわり＆お詫び
この話は系統的調査に基づくエビデンスペースではなく
関山および周囲の教員が昨今強く感じていること
および体験していることを基にしています
e"!t. Akim Sekirama 高大連携物理教育セミナー 於大阪大学 August 5, 2014 
ぷ博Div1sin11ザ＼tfalerialsPhyぉics.Graduate Schon/ o{E11g111een11g Science. Osaka U1frersity 
手計算で（時間内に）問題を解く活動
半数以上進学
大学院入試
学部2年次
授業科目試験
学部1年次 白 I 実験レ京ごド
，学部4年次以降言語活動の
一 大学入試 － ｜ 割合が急激に増大
C"'Jt. Akim Seki1a1w • 
嫡博Divisio11of J¥!alerials Ph1＇以cs.Graduate School of E11gineeri11g Science. Osaka University 
大学（院）年次進行と言語活動の割合
手計算で（時間内に）問題を解く活動 言語活動
学部2年次
博士論文執筆・審査
投稿論文執筆、投稿・査読
修士論文執筆・審査
授業科目レポート
半数以上進学
大学院入試
掻業科目試験
学会発表（要旨執筆、発表）
卒業研究（文献講読、研究発表
院誌面接 ・・）
実験レポート
学部1年次 I I 莫蚕レ京一ト
E学部4年次以降言語活動の一 大学入試 ｜ 割合が急激に増大
C"Jt. Akira Sekirama • 
大ム， Dfri.~1011nf Malerials Plll•Sics. Gradu仰 SchoolザE11g111eeri11gScience. Osaka University 
大学院生活における言語活動の重さ
昔からのことですが
研究室内でのゼミ発表 学生・教員とも『実験・計算の合聞に」
などというレベルではなく相当な重み
圏内・国際学会での研究発表 ｛ 教員による添削指導
要旨・アブストラクトの執筆『＝ご （レイアウトまで含め）
実際の発表 （口頭・ポスター）』 ：
修士修了までに発表経験の Y複数回にわたる発表練習 ｜
ない学生の方が性窒ど一一一 t J 
就職活動における学部生に対する優位性？
学術論文（英語）執筆・投稿.. ＂.：こゴ l 
一一寸 何度も何度も添削指導 l修士レベルでは筆頭著者は少数派 l J 
修士論文執筆・発表
E三 AkiraSekframa 
靖博 Divisionof Afateria/s Physi低 GraduateSchool of Engineering Science. Osaka University 
大学院における言語活動に対するインセンティブ
かつては修士課程レベルでは
学会発表・論文執筆は「自分自身に対する励みJ
現在：様々な学会・会議で「学生発表賞J等の賞を付与
この10年以内で急速に増加
阪大での研究：修士も当然世界レベル
基礎工物性物理工学領域博士前期（修士）修了者対象
この頃の受貧は博士課程の学生が
受賞するのが相場だった印象 受賞者 筆頭著者
1 30 
H23-25年度累計（84人） 11 18 
・賞を出す会議の増大 ｜良くも悪くも、これらは
・優秀な修士学生の能力向上？ ］学生支援機構第一種奨学金の返済免除に
ー おける重要な要素~ Akim Sekirama 
大臣辞Div1sio11of Materials Pl¥・s1cs. Graduate School of Engineering Science. Osaka U11iversi~1・
言語活動能力不足による学業のつまづき
手計算で（時間内に）問『
寸レポート書けず単位取得進まず
（学部での成績は良かったのに）
→就職決まらず、単位も取れず
授業科目レポ－-i:- 学会発表（要旨執筆、発表）
「文章が下手」ではなく、そもそも文章が全く書けない
指導教員も添削指導のしょうがない
×就職活動×単位取得→社会にも出られない
面談してみると、おとなしいが
真面目な学生：担当助教も驚く
ー （普からいる「やる気のない学生Jではない）£＇~ Akira Sekivama 
精精 Divisiono/'Af.仰
受賞者が増えている一方で ・．．
修士論文が平均すると年々「薄くJなっている気がする・．．
一昔前（10年前？） 現在
修士論文
頁数
100頁越え 面
薄くても
50頁位は
C""'i AkirαSekirama 
ゆ100頁越え
20-30頁
厚ければよいというものでもないが、
2年間の集大成がたつたそれだけ？
菅直＊＂＇ Dil・ision of Materials Physics. Grad.削 eSchool of En~i11eering Science. Osak骨 U11iversi.
一部の学部学生の言語能力低下傾向？
基礎工物性コース2年次前期「原子物理 ・前期量子論J
実は高校物理の原子物理と重複多い
H26. 8. 1実施期末試験の一部 （大間5問のうちの1問）
I.原子あるいは電子の性質 ・構造の解明につながった以下の実験(1),(2）の
ζ主主主について実験の概要を主として文章で説明せよ。
但し必要に応じて図を書いて説明してもよい。
(I）電子の電荷、あるいは電荷量が最小単位（素電荷）を持つことを
明らかにしたMillikanの実験
(2）原子の内部構造を明らかにしたRutherford散乱
期末試験受験 ：46人 殆ど白紙・留学生除いて43人
上記問題の回答文を書いていない ：13人 （～30%) 
ある意味で数学能力低下以上に深刻な問題？
数学能力不足（でも文系学生よりは相当高い）で単位取得に苦労しても
学部卒業できれば就職して社会でそれなりに活躍可能
C""'i Akira Seki¥>ama 
大ム Divisionof i¥fateri 
教員間で非公式に交わされる話題
「大学院入試で作文取り入れた方がよいのでは？J
「学部入試で理系でも小論文課すべきでは？J
そのココロは
「最近文章を書けない学生が増え、指導不能」
（下手、ではなく）←単なる下手なら指導可能
ここのところはほぼ全教員同意
ただ嘆いていても事態は改善しないので
基礎工物性コースでは学生の進路に関係なく
「卒業論文提出必須」とする研究室増加中
（従来、進学者は発表のみのことが多かった）
学則では卒業論文提出という規程はない （修士論文は規程に明記）
E苫 AkiraSekii仰 ／(I
地耕 Divis1011of ＼佐山rwl.・げ ll"sics,Graduate Sc/tool of E叩附ringSc附問，Osaka University 
まとめ
・高等教育における物理教育において言語活動は
学年進行するほど比重増える、特に大学院では大変重要
．優秀な修士学生の発表能力は上昇している可能性
学生聞の能力格差が拡大
－言語活動能力の著しく低い学生、 10年前には
存在しなかった （計算できる、 実験上手、でも
文章は書けない）学生が少数ながら出現、今後増大？
→その学生の将来に大変深刻な影響（大変不幸なことに）
・どのように対処していくか、現場ではまだビジョンなし
C~ Akira SekiJ1ama 
婚情。i、司sio1of Materials Pll"sics. Graduate School of E11gi11eerin忠Scie11ce.Osaka U1iversity 
